
5

　
石
川
　
恒
夫 

議
員

郷
病
院
の
経
営
状
況
と

　
そ
の
経
営
責
任
に
つ
い
て

質
問
　

一
、
20
年
度
ま
で
の
経
営
改
善

三
ヵ
年
計
画
の
総
括
と
、
今
年
度
へ
の

反
映

二
、
21
年
度
の
経
営
現
状

三
、
計
営
状
況
に
つ
い
て
の
当
事
者
責

任　

以
上
３
項
目
に
つ
い
て
は
、
市
長

及
び
管
理
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
見

解
を
伺
う
。

四
、
市
長
と
し
て
ど
の
様
な
指
示
を
し

て
来
た
の
か

五
、
例
月
出
納
検
査
等
を
通
じ
経
営
状

況
を
注
視
し
て
こ
ら
れ
た
監
査
委
員
の

見
解
を
伺
う
。

答
弁
（
管
理
者
）　

赤
字
補
填
の
発
生

や
、
診
療
態
勢
の
改
善
が
で
き
な
か
っ

た
等
計
画
が
十
分
達
成
さ
れ
な
か
っ

た
。
又
そ
の
総
括
と
次
年
度
へ
の
反
映

も
、
不
十
分
な
も
の
と
な
っ
た
と
反
省

し
て
い
る
。
今
年
度
の
決
算
見
通
し
で

は
、
赤
字
額
は
約
４
億
７
０
０
０
万
円

余
、
一
時
借
入
金
は
６
億
円
と
な
る
見

込
み
。

　

当
事
者
責
任
に
つ
い
て
は
、
独
立
採

算
の
原
則
の
下
、
自
立
的
経
営
体
の
責

任
者
と
し
て
の
自
覚
が
不
足
と
反
省
し

て
い
る
。

答
弁
（
市
長
）　

経
営
状
況
悪
化
の
設

置
者
責
任
は
痛
感
し
て
い
る
が
、
公
営

企
業
法
に
基
づ
き
管
理
者
に
経
営
を
委

ね
て
い
る
。
市
長
の
指
示
範
囲
は
僅
か

と
認
識
し
て
い
る
。

答
弁
（
代
表
監
査
委
員
）　

政
策
的
助

成
金
の
他
４
ヵ
年
で
10
億
５
０
０
０
万

円
の
赤
字
補
填
や
、
累
積
赤
字
の
大
幅

増
加
に
、
今
後
一
般
事
業
へ
影
響
が
生

ず
る
と
危
惧
し
て
い
る
。

質
問
　

市
長
、
管
理
者
答
弁
は
責
任
回

避
に
終
始
し
て
い
る
。
特
に
市
長
は
そ

の
立
場
の
重
大
さ
の
認
識
が
欠
如
、
地

方
自
治
法
第
１
４
７
条
（
長
の
総
轄
代

表
権
）
と
、
そ
れ
を
担
保
す
る
公
営
企

業
法
第
31
条
を
自
覚
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

答
弁
（
市
長
）　

・
・
・
・
・
・
・
？

質
問
　

経
営
改
善
三
ヵ
年
計
画
の
総
括

も
、
次
年
度
へ
の
反
映
も
全
く
や
っ
て

い
な
い
。
内
部
文
書
で
明
白
だ
。

答
弁
（
管
理
者
）　

言
い
訳
、
開
き
直

り
の
み
で
記
述
に
値
せ
ず
。

　
山
賀
　
清
一 

議
員

水
稲
広
域
防
除
に
つ
い
て

質
問
　

参
加
不
参
加
を
考
え
た
場
合
、

効
果
効
率
面
で
も
又
時
期
的
に
も
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

基
幹
防
除
と
し
て
、
農
業
振

興
協
議
会
が
主
体
で
、
水
稲
の
生
育
の

早
い
平
場
よ
り
順
次
実
施
し
、
計
画
通

り
実
施
出
来
な
い
場
合
も
あ
る
。

質
問
　

環
境
に
優
し
い
米
づ
く
り
が
要

求
さ
れ
て
い
る
が
、
広
域
防
除
の
趣
旨

か
ら
い
っ
て
、
散
布
に
対
す
る
反
当
り

の
負
担
金
を
半
額
位
に
軽
減
す
る
こ
と

を
要
望
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
認
識
で

あ
る
か
。

答
弁
　

水
稲
病
害
虫
防
除
は
農
家
自
ら

が
行
う
農
業
生
産
手
段
で
あ
り
、
市
で

は
環
境
保
全
型
農
業
を
基
本
と
し
て
お

り
、
面
積
拡
大
の
補
助
増
額
は
考
え
て

い
な
い
。
一
般
住
宅
に
も
迷
惑
が
か
か

り
、
田
植
時
の
箱
施
用
や
水
稲
生
育
期

の
粒
剤
本
田
施
用
等
極
力
環
境
負
荷
の

少
な
い
方
法
に
切
り
替
え
ら
れ
な
い
も

の
か
と
思
っ
て
い
る
。

国
道
49
号
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

質
問
　

早
期
完
成
に
向
け
た
、、
見
通

し
、
発
注
額
に
つ
い
て
市
長
は
ど
の
よ

う
な
努
力
を
し
て
い
る
の
か
。

　

国
の
直
轄
事
業
が
遅
れ
計
画
が
中
途

半
端
で
あ
る
。
重
要
な
基
幹
線
で
あ
り

産
業
団
地
の
環
境
条
件
整
備
に
も
必
要

不
可
決
で
あ
る
。

答
弁
　

国
道
事
務
所
か
ら
の
説
明
で
は
、

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
に
委
託
実
施

し
て
い
る
遺
跡
発
掘
調
査
と
、
道
路
工

事
は
窪
川
原
地
先
と
百
津
地
先
盛
土
工

事
１
件
実
施
。
今
年
度
の
事
業
予
算
は

総
額
７
億
１
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
国
道
49
号
で
は
揚
川
改
良
事
業
の

ト
ン
ネ
ル
や
橋
に
重
点
配
分
し
、
平
成

24
年
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。
阿
賀
野

バ
イ
パ
ス
の
平
成
22
年
度
予
算
は
２
億

円
程
度
で
あ
る
。

　

来
年
度
の
事
業
内
容
は
下
ノ
橋
か
ら

六
日
野
地
区
埋
蔵
調
査
、
月
崎
地
区
安

野
川
改
修
に
伴
う
Ｊ
Ｒ
移
設
関
連
工
事

等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。国
土
交
通
省
、

国
道
事
務
所
に
出
向
き
、
直
接
整
備
局

長
、
国
道
事
務
所
長
に
要
望
し
、
今
後

も
国
道
49

号
整
備
促

進
期
成
同

盟
会
を
含

め
、
色
々

な
場
を
通

じ
早
期
の

供
用
開
始

に
最
大
限

の
努
力
を

傾
注
し
て

い
く
。

意
見
　

国
道
49
号
バ
イ
パ
ス
に
笹
岡
、

神
山
方
面
よ
り
大
動
脈
道
路
も
必
要
で

あ
る
。

議
会
を
傍
聴
し
て

　

い
っ
た
い
こ
の
先　

阿
賀
野
市
は
ど
う

な
る
の
か
？

そ
ん
な
不
安
を
抱
い
て
い
る
中
で
の
頼
り

に
な
る
情
報
も
と
は
、
行
政
側
か
ら
発
信

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
市
民
新
聞
や
地
方

新
聞
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
早
く
確

か
な
情
報
を
得
る
に
は
、
本
会
議
や
委
員

会
を
傍
聴
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

普
段
知
り
得
な
い
事
情
や
状
況
、
そ
し
て

私
た
ち
市
民
の
代
表
と
し
て
選
ん
だ
議
会

議
員
や
市
長
及
び
行
政
側
の
姿
勢
を
摑
む

こ
と
が
で
き
る
。

　

私
が
数
回
の
議
会
（
委
員
会
）
傍
聴
で

感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
現
在
の
阿
賀
野
市

を
阿
賀
野
丸
と
い
う
船
に
た
と
え
れ
ば
、

大
海
に
当
て
も
無
く
航
行
（
漂
流
）
し
、

い
つ
座
礁
や
沈
没
し
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
が
気
付
い
て

い
な
い
（
気
付
い
て
い
て
も
知
ら
せ
る
こ

と
を
し
な
い
）
一
隻
の
客
船　

そ
れ
が
阿

賀
野
丸
。

　

船
長
は
市
長
、
海
技
士
は
市
職
員
、
航

海
計
画
や
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
乗
客
代

表
は
議
会
、
命
を
託
す
船
長
や
乗
客
代
表

を
選
ん
だ
乗
客
は
私
た
ち
市
民
で
あ
る
。

（
何
の
た
め
に
阿
賀
野
丸
が
航
行
し
て
い

る
の
か
…
）

今
一
度　

目
的
実
現
の
た
め
に
一
丸
と
な

り
各
人
の
役
割
を
明
確
に
し
て
、
権
利
ば

か
り
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
そ
の
権
限

を
行
使
し
、
人
と
し
て
の
責
任
と
義
務
と

を
全
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

阿
賀
野
丸
を
い
つ
ま
で
に
目
標
の
港
に

到
着
し
、
降
船
を
終
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
現
在
の
阿
賀
野
丸
の

現
状
を
認
識
し
、
い
つ
ど
の
港
に
寄
港
し

何
を
降
ろ
し
何
を
補
給
す
る
の
か
等　

阿

賀
野
丸
の
進
む
べ
き
目
標
を
明
確
か
つ
具

体
的
に
数
値
化
し
た
航
行
計
画
を
一
刻
も

早
く
知
恵
を
出
し
合
い
作
成
を
し
て
、
乗

客
・
乗
員
に
知
ら
せ
実
行
す
る
こ
と
が
先

決
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
目

標
で
あ
る
航

行
計
画
と
航

行
（
進
捗
）

状
況
を
定
期

的
に
確
認
を

し
、
そ
の
結

果
差
異
が
生

じ
て
い
る
場

合
に
は
直
ち

に
そ
の
原
因

を
追
求
し
て
見
直
し
と
改
善
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

私
た
ち
乗
客
も
阿
賀
野
丸
に
た
だ
任
せ

る
だ
け
で
は
な
く
、
阿
賀
野
丸
が
無
事
に

目
標
の
港
に
到
着
し
全
員
の
降
船
が
終
わ

る
ま
で
監
視
を
し
な
が
ら
、
阿
賀
野
丸
の

運
航
に
関
し
て
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ

と
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
見
出

し
、
互
い
に
協
力
活
動
を
行
い
続
け
れ
ば

目
標
が
達
成
さ
れ
目
的
が
実
現
で
き
る
は

ず
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
阿
賀
野
市
の
将
来
を
担
う
子

供
た
ち
の
た
め
に
も
、
大
人
と
し
て
の
役

割
を
認
識
し
そ
の
責
任
と
義
務
を
果
た

し
、
必
ず
目
的
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
40
代　

男
性
）

阿
賀
北
広
域
組
合
議
会
で

葬
斎
場
予
算
決
ま
る

　

３
月
１
日
、
阿
賀
北
広
域
組
合
議
会
平

成
22
年
第
一
回
定
例
会
が
行
わ
れ
、
平
成

22
年
度
一
般
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
葬
斎
場
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
21

年
度
に
基
本
設
計
、
基
本
計
画
の
予
算
づ

け
が
行
わ
れ
、
設
計
業
者
に
策
定
業
務
が

委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

22
年
度
予
算
で
は
、
実
施
設
計
策
定
業

務
委
託
料
、
建
設
用
地
購
入
費
、
用
地
造

成
費
と
し
て
合
計
１
億
２
１
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
新
施
設
の
供
用
開
始

は
平
成
25
年
度
中
を
想
定
し
、
23
年
度
か

ら
建
物
本
体
の
建
築
が
開
始
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
施
設
は
、建
築
以
来
33
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
著
し
く
、
対
象
区
域
の
阿
賀
野

市
と
新
潟
市
（
旧
豊
栄
市
）
で
新
施
設
建

設
の
協
議
が
進
め
ら
れ
、
現
在
地
で
周
辺

の
用
地
を
買
収
し
て
建
設
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
も
の
で
す
。

《
新
施
設
の
概
要
》

・
敷
地
面
積　

９
１
０
０
㎡

・
建　
　

物　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　
　
　
　

２
階
建

・
駐
車
場　

普
通
乗
用
車
30
台
、

　
　
　
　
　
　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
５
台

　
阿
賀
北
広
域
組
合
議
員

雪　
　
　
正　
文　

清　
水　
友　
行

高　
橋　
幸　
信　

岡　
部　
直　
史

池　
田　
　
　
強　

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率

　
　
　
　
　
　
据
え
置
き
に
決
定

　

２
月
27
日
、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
２
月
定
例
会
に
お
い
て
、

平
成
22
・
23
年
度
の
保
険
料
率
を
据
え
置

く
条
例
改
正
案
な
ど
を
可
決
い
た
し
ま
し

た
。
保
険
料
率
及
び
保
険
料
の
軽
減
措
置

の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
保
険
料
率

・
均
等
額
割
：
３
万
５
３
０
０
円
（
現
行

ど
お
り
）

・
所
得
割
率
：　

７
・
15
％
（
現
行
ど
お
り
）

○
保
険
料
の
軽
減

①
非
扶
養
者
軽
減

・
被
用
者
保
険
の
非
扶
養
者
で
あ
っ
た

　

被
保
険
者
に
対
す
る
均
等
額
割
の
軽

　

減
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
９
割
軽

　

減
を
継
続
す
る
。

・
所
得
割
に
つ
い
て
も
賦
課
し
な
い
。

②
低
所
得
者
軽
減

・
均
等
割
が
７
割
軽
減
さ
れ
る
被
保
険

　

者
に
つ
い
て
は
、
８
・
５
割
軽
減
を

　

継
続
す
る
（
加
入
者
全
員
が
年
金
収

　

入
80
万
円
以
下
で
他
の
所
得
が
な
い

　

世
帯
に
つ
い
て
は
９
割
軽
減
）。

議
員　

遠
藤　

智
子


